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研究成果の概要（和文）：中世イラン・インドの思想史は、まだまだ未解明の部分が多い。本研究では、この分
野にヒンドゥー教でもイスラームでもなく、ゾロアスター教と云う補助線を引くことで、サファヴィー朝とムガ
ル帝国の思想的交流とその成果の解明を意図した。具体的には、アーザル・カイヴァーン学派と云う思想家集団
を主題とし、彼らの知的営為の起源、内容、影響を、ペルシア語写本から復元した。その結果、インドのパトナ
ーにおける伝・アーザル・カイヴァーン廟を探り当てると共に、彼らのペルシア語語彙がデリー・サルタナット
朝時代のインド・ペルシア語辞書に由来することを突き止めた。

研究成果の概要（英文）：There are still many unexplained parts of the history of thought in medieval
 Iran and India. In this research, I intended to elucidate the ideological exchanges between the 
Safavid dynasty and the Mughal empire and their achievements by drawing the auxiliary line of 
Zoroastrianism, not Hinduism or Islam, in this field. Specifically, I focused on a group of thinkers
 called the Azar Kayvan school, and restored the origin, content, and influence of their 
intellectual activities from New Persian manuscripts. As a result, I found the Azar Kayvan's 
mausoleum in Patna, India, and found out that their Persian vocabulary was derived from the 
Indo-Persian dictionarie of the Delhi-Sultanat Dynasty.
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研究成果の学術的意義や社会的意義
中世イラン・インドの思想的交流は、従来はヒンドゥー教のヨーガとイスラームのスーフィズムの類似性に依拠
して考察されることが多かった。しかし、ここにゾロアスター教や古代イラン文化といった補助線を引くこと
で、中世インド文化の強い古代イラン志向、古代イラン語語彙やゾロアスター教に対する憧憬を解明することが
出来た。中世イラン・インド思想研究にとって新たな視点を提供すると共に、ゾロアスター教研究にとっても未
解明の時代の全体像を描く手掛かりが得られたのではないかと考えている。

※科研費による研究は、研究者の自覚と責任において実施するものです。そのため、研究の実施や研究成果の公表等に
ついては、国の要請等に基づくものではなく、その研究成果に関する見解や責任は、研究者個人に帰属します。



様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９（共通） 
 
 
１．研究開始当初の背景 
 研究開始当初、中世イラン・インドの思想的交流を研究する視点は、ヒンドゥー教のヨーガと
イスラームのスーフィズムの実践面での類似性が主だった。これは、ムガル帝国第 5 代皇帝シ
ャージャハーンの皇太子ダーラー・シコーがペルシア語著書『2つの大洋の合流』などで強調し
ていた論点であり、ムガル帝国初期の帝国支配層のイデオローグの発現に注目する限り、この結
論が得られるのは必然だった。そして、この時期のペルシア語著作は彼らによるものが多かった
為、いわば研究方法が結論を先取りしている面があった。 
 
２．研究の目的 
 本研究は、中世イラン・インド思想史を検討するに当たり、敢えてヒンドゥー教のヨーガやイ
スラームのスーフィズム以外の側面に注目し、この研究分野に新しい視点を導入することを目
指した。その結果として得られる研究成果は、中世イラン・インド思想史全体を俯瞰する上で、
意義のあるものでなくてはならない。そして、インドの写本図書館には、イラン本国を凌ぐ量の
ペルシア語写本が所蔵されているので、これは充分に達成可能な目的だと考えた。 
 
３．研究の方法 
 上記の新しい視点としては、ヒンドゥー教でもイスラームでもなく、ゾロアスター教に着目し
た。16 世紀～17 世紀当時は、ゾロアスター教徒の動きが活発化しており、相応の量のペルシア
語文献を残している。特に注目したのは、アーザル・カイヴァーン学派と云う思想家集団である。
彼らは、サファヴィー朝下にあってはイスファハーン学派の哲学者たちと交流し、ムガル帝国に
移住後はアブー・アル・ファズルらと文通したとされる思想家たちである。彼らの残したペルシ
ア語文献を写本レベルでチェックすることで、先ずは彼ら自身の思想内容を明らかにすること
を目指した。 
 
４．研究成果 
 研究素材が常に研究目的に応えてくれるとは限らない。必ず一定の誤差が生じるものである。
今回の研究では、アーザル・カイヴァーン学派の思想文献を解読するうちに、彼らが使用する古
代イラン語の語彙に焦点が移り、それがイラン本国ではなくデリー・サルタナット朝時代のイン
ドで生成されたことが解明された（図 1参照）。また、アーザル・カイヴァーンの墓廟がインド・
ビハール州のパトナーにあることも確認された（図 2参照）。これらの成果が中世イラン・イン
ド思想史全体にとってどのような意味を持つかはまだ分からないが、ゾロアスター教と云う視
点を採ることで、新たな角度からの中世イラン・インド思想史研究が可能になることは立証され
たと考えている。 
 
図 1：デリー・サルタナット期にインドで生成された古代イラン語語彙 
Examples of artificial ancient Iranian vocabulary in MF/DA 
 ZG SN KL 
Ābādiyān × × × in vol. 1, p. 88 
ūchīzyān × × × in vol. 1, p. 99 
ahame × × × in vol. 1, p. 99 
pūdāt × × × in vol. 1, p. 123 
chamrās × × × in vol. 1, p. 290 
farmand × × ○ in vol. 2, p. 84 
hamād × × × in vol. 2, p. 387 

Examples of artificial ancient Iranian vocabulary in MF/BQ 
 ZG SN KL 
tanbod × ○ in p. 279 × in vol. 1, p. 200 
tahmūras × × × in vol. 1, p. 212 
farīvar ○ in p. 79 × ○ in vol. 2, p. 87 
pāsād × × × in vol. 1, p. 129 

Examples of artificial ancient Iranian vocabulary in BQ 



 ZG SN KL 
pūlāb × × × in vol. 1, p. 121 
farbūd × × × in vol. 2, p. 23 
fartāsh × × × in vol. 2, p. 91 
farjād × × × in vol. 2, p. 83 
farūzān-far × × × in vol. 2, p. 87 
jahn × ○ in p. 334 ○ in vol. 1, p. 306 
jayvād × × × in vol. 1, p. 283 
 
図 2：インド・ビハール州パトナーのアーザル・カイヴァーン廟 
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